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昭
和
８
年
の
講
演
を
知

っ
て
い
る
方
は
―

新
渡
戸
稲
造
は
三
陸
大
津
波
の
あ
っ
た
昭
和
８
年
５

月
１８
日
に
宮
古
小
学
校
で
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

時
の
講
演
を
知
っ
て
い
る
方
が
宮
古
に
い
る
と
思
う
。

ぜ
ひ
知
ら
せ
て
ほ
し
い
―
。

新
渡
戸
基
金
の
藤
丼
茂
事
務
局
長
は
呼
び
か
け
て
い

る
。
８
０
１
９
・６
５
４
・３
２
７
９
ま
で
。

宮 古 民 友 社
編集 発行 人 鳥居
宮古市八木沢3丁目6番 3

郵便振替 02320-1-9
TEL 0193(6D5919
Fぶ 0193(600871

E― llail

nlm

震
災
復
興
へ
の
祈
り

〇

樋
野
教
授
は

「新
渡
戸
は

温
故
知
新
で
は
な
く
温
故
創

新
こ
そ
現
代
へ
の
貢
献
で
あ

り
、
ガ

ン
は
真
の
目
標
を

失
っ
た
細
胞
で
あ
る
。
人
は

最
後
は
死
ぬ
と
い
っ
た
大
切

な
仕
事
が
残
っ
て
い
る
」
と

心
を
通
わ
す
事
が
人
間
の
一

番
の
楽
し
み
１
と
新
渡
戸
の

基
本
精
神
を
講
演
し
た
。

○

藤
丼
氏
は
、
新
渡
戸
と
宮

古
の
関
わ
り
に
つ
い
て

「大

正
３
年
７
月
に
下
閉
伊
郡
教

育
部
会
講
師
と
し
て
宮
古
入

り
を
し
、
２２
日
に
富
古
町
公

会
堂

（火
災
前
の
市
役
所
）
、

２３
日
は
刈
屋
で
講
演
、
２
年

後
の
同
５
年
８
月
に
は
宮
古

と
岩
泉
の
浅
内
小
、
岩
泉
小

で
講
演
し
て
い
る
」
と
語
り

「
昭
和
８
年
５
月
に
宮
古
小

学
校
で
講
演
、
そ
の
５
ケ
月

後
に
死
去
し
た
。

ま
た
岩
手
県
で
交
通
事
故

の
第
１
号
は
、
宮
古
の
２
代

目
菊
池
長
右
工
門
氏
が
経
営

す
る
盛
宮
自
動
車
で
宮
古
か

ら
盛
岡

へ
帰
る
途
中
だ

っ

た
」
な
ど
新
渡
戸
の

〃歴
史
″

を
語
っ
た
。

○

高
橋
氏
は
大
和
、
和
人
、

和
歌
、
和
食
な
ど

「和
」
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
。
平
泉

が
世
界
遺
産
に
な
っ
た
の
は

３
・
Ｈ
で
た
っ
た
１
人
だ
け

に
な
っ
た
子
ど
も
や
お
年
寄

り
が

「自
分
よ
り
困
っ
て
い

る
人
の
た
め
に
」
１
と
語
っ

た
の
が
世
界
に
広
が
り

「浄

土
思
想
が
理
解
さ
れ
た
」
と

蝦
夷
か
ら
の
歴
史
を
述
べ
た
。

国
連
事
務
次
長
な
ど
農

学

・
教
育

。
倫
理
学
者
と
し

て
著
名
な
新
渡
戸
稲
造
博
士

の
没
後
８。
年
を
記
念
し
た
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
講
演

会

「新
渡
戸
稲
造
の
復
興
へ

の
祈
り
」
（
実
行
委
主
催
）

は
・９
日
、
陸
中
ビ
ル
で
開
か

れ
、
２
０
０
人
を
超
え
る
市

民
が
新
渡
戸
と
宮
古
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
聴
講
し
た
。

こ
の
日
は
午
前
に
作
家
の

高
橋
克
彦
氏
が
東
日
本
大
震

災
１
周
年
東
北
フ
ォ
ー
ラ

ム

（東
北
大
）
で
の

「世
界

遺
産

・
和
の
心
」
の
記
録
ビ

デ
オ
が
放
映
さ
れ
た
。
午
後

か
ら
は
順
天
堂
大
医
学
部
病

理

・
腫
瘍
学
の
樋
野
興
夫
教

授
が

「新
渡
戸
稲
造
博
士
と

が
ん
哲
学
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
、
引
き
続
き
新
渡
戸
基
金

の
藤
丼
茂
事
務
局
長
が

「新

渡
戸
稲
造
と
宮
古
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
約
１
時
間
に

わ
た
り
対
談
し
た
。
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